
 

1 

 

安心・快適住まいるアップ事業 
ＮＰＯ法人シーズネット 

Smile Up NEWS vol.1 

 
 
 
 
 
 

住まいるアップ・ニュース           第 1 号 
  ２０１０年５月１５日発行 
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年を取るにつれて、住まいは最

も重要な生活の問題となります。

安全に、安心して暮らせるかどう

かは、老後の生活を大きく左右し

ます。 

住まいの良し悪しは、住宅の広

さや、性能、費用だけではありま

せん。体のどこかに心配を抱えて

いるなかで、もしものときにしっ

かり対応してもらえるか。食事や

訪問介護など様々なサービスを安

心して受けられるだろうか。高齢

期には住まいに対する様々なニー

ズがあります。なかには納得のい

く終の住まいを求めている方もい

ます。 

このようなニーズに応えられる

よう、安心・快適住まいるアップ

事業では、安心して暮らせる高齢

者対応共同住宅について調査し、

市民の皆様への情報提供を行ない

ます。ニュースレターでは、高齢

者対応共同住宅に住む場合に、ど

のような生活スタイルを描けるの

か？どのような点に注意すればい 

いのか？専門的な立場から、ご自

分のライフスタイルや老後の生活

設計に合った、住まいに関する情

報を提供していきます。また、住

宅事業者の皆様にも高齢期の方々

の住まいに対するニーズを的確に

伝えていきます。 

先日、３月１８日に行った「高

齢期の“住まい”の選び方」と題

したシンポジウムでは多くの方々

が参加し、活発な意見交換がされ

ました。いつかはお世話になるか

もしれない高齢者対応集合住宅

は、もはや他人ごとではないかも

しれません。このニュースレター

をもとに、ご自分が安心できる住

まいを考えてみてください。 
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安心・快適住まいるアップ事業 って？ 

【 背 景 】 

高齢者対応共同住宅には、マンション・ア

パート・下宿などの形態があり、そこで提供

されるサービスも多種多様です。高齢者の住

まいのスタイルが多様化する中、その共同住

宅の需要はますます拡大するものと予測され

ます。しかし、その設備やサービス内容につ

いての法的規制がなく、さまざまな業態が自

由に参入できることから、その情報を把握し

きれていないのが実態です。 
 

【新事業での取り組み（利用者向け）】 

そこで、NPO 法人シーズネットでは昨年 8
月に札幌市保健福祉局保健福祉部より委託を

受け、『札幌・住まいるアップセンター』とし

て３ヶ年計画の新事業をスタートしました。

ここでは、市民が高齢期に共同住宅への住み 

替えを考える時、自分に合った住まいはどん

なところなのか、また、その情報はどこにあ

るのか、といった悩みを解決するのが目的の

ひとつです。そのために、共同住宅の情報収

集と整理、情報提供の仕組みづくり、講演会

や見学会の実施等に取り組んでいます。 
 
【新事業での取り組み（事業者向け）】 
また、高齢者対応共同住宅を運営する事業

者同士が集まり、運営に関する勉強会や情報

交換を行う場を設定することも、もうひとつ

の目的です。これにより、事業者同士の横の

つながりを構築し、業界全体の意識向上を目

指します。 

 

   

    

札幌市民 ( 高齢者･家族 ) 

札幌 住まいるアップセンター 

高齢者対応共同住宅 

◇住宅類型･基本概念の整理 
◇住宅選びのポイントづくり 
◇住宅選びに関する情報提供 

市民向けおよび事業者向けの 
◇見学会・勉強会 
◇セミナー等の実施 

住まいるアップ 
委員会 
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これまでの活動 

 平成２１年８月に事業委託を受けてから平

成２２年３月までの活動内容は次のとおりです。

 

■事業内容説明会（平成２１年９月） 

事業者対象、参加者５１名。 

 

■住まいる委員会の開催 

（平成２１年９月、１０月、１１月、 

１２月、２２年１月、３月の計６回） 

高齢者共同住宅の実態調査準備、住宅

の類型及び基本概念の整理 

 

■共同住宅対象アンケート調査開始 

（平成２１年１１月） 

１９６件発送、９６件回収。 

  

■現地調査開始（平成２２年２月） 

全国初のとりくみ 

 高齢者対応共同住宅は、左ページの説明の

とおり高齢者人口の増加に合わせて札幌市内

でも急激に増加しています。しかしながらそ

のような高齢者共同住宅の入居を検討する市

民の方々もどこに情報を求めれば良いのか解

らないのが現状です。 
 また、高齢者共同住宅の事業者や運営者の

方々も利用者のニーズを掴んだり、同業の

方々との情報交換する場がないのが現状のよ

うです。私ども「札幌・住まいるアップセン

ター」では、正確な情報を市民の皆さんに伝

えるとともに、事業者・運営者の方々の情報

交換の場を提供し、「より良いサービスの提供

に」役立てていただくことを、目指しており

ます。このような取り組みは、全国的にも珍

しく、関係団体からも注目を集めているよう

です。今後とも事業者・運営者の方々にご協

力のもと、情報を発信し続けます。 

 

■市民対象見学会（平成２２年２月） 

市内４か所見学、参加者１０名。 

 

■シンポジウムの開催（平成２２年３月） 

「高齢期の“住まい”の選び方」 

参加者１６９名 

 

平成２２年度には、利用者の生活状況や

ニーズに関する調査、共同住宅の種類や概

念の整理、情報提供に向けての仕組みづく

り、事業者とのパイプづくりなどに取り組

みます。また、２１年度同様に、見学会や

講演会なども引き続き開催する予定です。 
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－その他の事業－ 
さっぽろ孤立死ゼロ安心ネットワークモデル事業 
さっぽろ孤立死ゼロ推進センター（シーズネット内） 
TEL 011-708-8686 
ひとり暮らしのあなたに、安心をお届けします 
おひとりさまあんしんねっと事業（シーズネット内） 
TEL 011-717-7007 
高齢者の住まいの情報センター 
住まいるサッポロ 
〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 3 丁目 2-5 北尾ビル 8F 
TEL 011-252-2424 FAX 011-252-0220 

～新時代を創る高齢者の経験と活力ネットワーク～ 

SEEDS NETWORK 

Seniors’ Experiences and Energies for Developing New Systems 

高齢者による新しい仕組みづくりの種になりたい、そんな気持ちを込めました。 

ＮＰＯ法人シーズネット 
〒001-0010 

札幌市北区北 10 条西 4 丁目 1 番地 SC ビル 2F 

代表 TEL 011-717-6001 FAX 011-717-6002 

http://www.seedsnet.gr.jp/ 

－ 編 集 後 記 － 
「安心・快適住まいるアップ事業ニュースレター」は、いかがでしたでしょうか？このニュースレター

は、住み替えを検討中の方にとってよりよい住まい選びの手がかりとなることと、そして、高齢者対

応共同住宅を運営する事業者の方がよりよいサービス提供のヒントになることを目的としています。

次号からも引き続き、住まいるアップ活動を通しての情報を発信していきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

安心･快適住まいるアップ事業 

札幌 住まいるアップセンター 
（シーズネット内） 

TEL 011-708-8567 FAX 011-717-6002 
info-suc@seedsnet.gr.jp 

が「大変よかった」「よかった」と回答し、ま

た、住宅選びのポイントの他にも、具体的事

例に関心が強い事がよくわかりました。 
今回のシンポジウムを通して、安心した住

宅選びや、自分の望む満足な生活をかなえる

為の支援体制を構築することが重要だと改め

て感じました。今後は、いただいたご意見や

反省等を反映させ、次回のシンポジウムでは

更に充実した内容を提供できるよう取り組ん

で参ります。 

シンポジウムを終えて 
「高齢期の“住まい”の選び方」 

２０１０年３月１８日(木) エルプラザ札幌 

 事業開始から約半年が経過し、市民向けシ

ンポジウムを開催しました。 
基調講演は、井上由紀子氏（国立保健医療

科学院施設科学部施設環境評価室長）による、

生活の意識にまで触れながら住宅選びのポイ

ントについて理解を深める具体的な内容でし

たが、もう少し札幌市内の事例を聴きたかっ

たとの感想もありました。パネルディスカッ

ションでは、住まいるアップ委員それぞれの

立場から話を聴くことができ、具体的な事例

が参考になった等の感想がみられました。 
当日は 169 名の方々にご来場いただきました

が、参加者アンケートによると、約７割の方  

 


